
8 月 8日にアオッサで行われた（公社）ふくい市民国際交流協会主催の「小学生クッキング
ワールドツアー」の様子。小学生 18人が、福井に住むアメリカ、インドネシア、ウクライナ、
ジャマイカ、中国、ベトナムの外国人講師に、各国の人気料理の作り方を教わった。
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！

お
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し
い
！
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現
在
、
福
井
市
に
住
む
外
国
人
の
数
は
４
６
８
８
人
、

市
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
１
・
８
３
％
と
過
去
最

高
水
準
で
す
。
10
年
前
に
比
べ
る
と
約
１
０
０
０
人
も

増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
籍
別
で
見
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
韓
国
・
朝

鮮
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
年
々
多
様
化
し
て
き

て
お
り
、
現
在
で
は
67
の
国
と
地
域
の
人
た
ち
が
福
井

市
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
外
国
人
の
日
本
文
化
へ
の

関
心
の
高
ま
り
や
、
全
国
的
に
進
む
働
き
手
不
足
の
問

題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
平
成
31
年
4
月
、
国
は
法
律
を

改
正
し
、
国
内
で
の
人
材
確
保
が
難
し
い
農
業
や
漁
業
、

福
祉
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」

に
よ
る
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。
福
井

市
で
も
２
６
４
人
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
こ
の
制
度
を

利
用
し
、
福
井
市
の
経
済
、
産
業
を
支
え
る
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
必
要
な
外
国
人
の
力
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言語のカベ
をなくす

　
近
年
、
学
校
や
駅
、
公
園
な
ど
、
福
井
の
ま
ち
で
外
国

人
に
出
会
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
福
井
市

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
や
福
井
市
に
住
む
約
60
人
に
1
人
が
外
国
人
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
外
国
人
の
皆
さ
ん
と
の
共
生
に
焦

点
を
当
て
、
私
た
ち
日
本
人
と
同
じ
「
福
井
市
民
」
と
し

て
、
お
互
い
の
文
化
を
受
け
入
れ
、
一
緒
に
福
井
の
ま
ち

を
創
っ
て
い
く
必
要
性
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

文
化
や
習
慣
の
異
な
る
日
本
人
と
外
国
人
が
同
じ
場

所
で
生
活
し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
悩
み
や
問
題
も

生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
視
さ
れ
る
の
が
「
多
文
化

共
生
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。　

　
「
多
文
化
共
生
」
と
は
、
お
互
い
の
国
籍
や
言
葉
、
文

異
文
化
と
共
に
生
き
て
い
く

（公社）ふくい市民国際交流協会では、主に外国人の子どもを対象とした学習支援をはじめ、日本人との交流、日本文化へ

の理解促進などを目的とした支援をしています。

協会には約 140 人のボランティアが在籍しており、外国人の子ども一人一人の性格や特徴に応じた日本語指導や通訳ボラ

ンティアを派遣する「外国人児童生徒サポート事業」を実施しています。定期的に運営会議や勉強会を開き、市内各小中

学校にいる外国人児童や生徒の情報共有をはじめ、細かいニーズに沿う体制づくりを展開しています。

言語以外にも、生活様式や習慣など、文化の違いが障壁になります。福井市では、お互いの文化を正しく理解して

もらうために、福井市国際文化交流大使（FCA）による各種取り組みを進めています。FCA は、福井市の多文化共生、

国際化の推進のために、海外の姉妹友好都市などから招き入れた大使です。

まず、大きな障壁となるのが言葉の違いです。福井市では、多言語による情報提供と情報伝達手段の確保に取り組んでいます。

その一つが、英語、中国語、ポルトガル語の行政通訳員の配置です。市役所の窓口などでの通訳業務のほか、行政文書や市が発行している

チラシ、パンフレットなどの翻訳も行っています。市役所での手続きなどの際に利用できますので、ぜひ気軽にお問い合わせください。

ほかにも、多言語情報配信ツール「カタログポケット」での情報発信や、「やさしい日本語 *」の講座の開催などに力を入れています。

ごみの分別などの地域のルール、
漢字で書かれていて読めない…

小さいころから外国の文化に触れ合い、異文化への偏見をなくす取り組みとして、

市内の保育園や幼稚園などでの国際理解講座の開催をはじめ、公民館や児童館など

での「日本の常識・世界の非常識」と題した出前講座の開催などを行っています。

また、地域の行事やイベントなどにも積極的に参加し、多文化理解、国際交流活動

にも努めています。 FCA の講座を受講してみたい、地区の行事やイベントに呼ん

でみたい人など、詳しくはホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

8月から新FC
A

8月から新FC
A

として頑張りま
す！

として頑張りま
す！

詳しくはホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

気軽に相談気軽に相談
してください！してください！

文化のカベ
をなくす

教育のカベ
をなくす

化
や
習
慣
な
ど
を
認
め
合
い
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
人
た
ち
が
共
に
手
を
取
り
合
い
、
一
緒
に
ま
ち
を

創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

福
井
市
で
は
、「
福
井
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン

（
第
３
次
）」
に
基
づ
き
、
大
き
く
分
け
て
三
本
の
柱*

の
も
と
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊
行
政
通
訳
員
の
配
置
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
「
外
国
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」、
国
際
理
解
や
多
文
化
共

生
に
関
す
る
講
座
の
実
施
な
ど
の
「
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く

り
」、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
へ
の
日
本
語
指
導
な
ど
の
「
未

来
を
築
く
人
づ
く
り
」
の
三
本
。

ごみの分別の情報、回覧板で
届けているはずなんだけどなあ…

もっとハッキリ言ってくれた方が
考えていることが分かるのになあ…

いつも直接的な表現が多いけど、
怒っているのかな…

日本語の勉強で精一杯で、
授業についていけない…

授業中あまり発言しないけど、
ちゃんと理解できているのかなあ…

また、月に 2 回程度、日本人市民と外国人市民が、それぞれの文化を理解するこ

とを目的に、ゲームやクイズを通して日本語で気軽に交流する「しゃべり場」も

開催しています。毎回異なるテーマを設け、そのテーマに応じて自由に意見を交

わすことで、気軽に国際交流できる機会を確保しています。

詳しくはホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

福井市の多
文化共生は

福井市の多
文化共生は

私たちにお
任せを！

私たちにお
任せを！

外国人 日本人

外国人 日本人

外国人 日本人

多文化共生を阻む大きな要因の一つに、お互いのコミュニケーション不足に

よる誤解や偏見があります。

ここでは、多文化共生の実現に向け、福井市が力を入れている「福井市多文

化共生推進プラン（第３次）」の三本の柱を推進するため、「言語」「文化」「教育」

の三つの切り口から、市の取り組みを分かりやすく紹介します。

みんな違ってみんなふくいみんな違ってみんなふくい
言葉や文化の

違いは関係な
い！

言葉や文化の
違いは関係な

い！

必見！福井市の「多文化共生のススメ」必見！福井市の「多文化共生のススメ」

おもてなし観光推進課 国際室
（左から）山本 真由美、竹内 祐貴

福井市の在留外国人数の推移

4688人

4176人4176人
4553人4553人

4740人4740人

4442人4442人

コロナ禍
による

一時減少

（公社）ふくい市民国際交流協会（公社）ふくい市民国際交流協会
事務局員　辻端 聡子 さん事務局員　辻端 聡子 さん

福井市行政通訳員福井市行政通訳員
（左から）間宮 由美子、龍 向明、北出 夕子（左から）間宮 由美子、龍 向明、北出 夕子

保育園での国際理解講座の様子

カタログポケットでは、防災やごみ出しに関することなど、
市民の暮らしや生活に直結する情報まで幅広く配信中

* 簡単な表現を使う、一つの文を短く簡単にする、振り仮名を振るなど、
簡単で外国人にも分かりやすくした表現方法

（例）「明日再度お越しください」→「明
あ し た

日  もう一
い ち ど

度  来
き

てください」

4662人4662人

※本文中やグラフで用いられているデータは全て、令和 5 年 4 月 1 日現在のものです。
日本語で気軽に交流できる「しゃべり場」

その他

タイ

ブラジル

ネパール

インドネシア

フィリピン

韓国・朝鮮

中国

ベトナム

福井市の在留外国人の国籍別人数

ベトナムベトナム
1011人1011人

中国中国
945人945人

韓国・朝鮮韓国・朝鮮
804人804人

フィリピンフィリピン
600人600人

インドネシアインドネシア
234人234人

ネパールネパール
191人191人

ブラジルブラジル
180人180人

タイタイ
126人126人

その他その他
597人597人

福井市国際文化交流大使（FCA）福井市国際文化交流大使（FCA）
（左から）ノア・ハートウィック、タデイ・ラスロ（左から）ノア・ハートウィック、タデイ・ラスロ

3753人3753人

（年）

（人）

福井市多文化共生
推進プラン（第3次）
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まちなかでまちなかで

グローバルフェ

ンプラリー

ジパフォーマンス　など

国際交流！国際交流！

スタ 2023

世界の文化を体験したり、
で会話を楽しんだりして、
国際交流してみませんか。
とき　10/1（日）11:00
ところ　ハピテラス

「やさしい日本語」
世界旅行気分で

～15:00

内容・世界を旅するスタ
・外国の文化紹介ブース
・歌や踊りなどのステー

問合せ　（公社）
TEL97-5020

ふくい市民国際交流協会
FAX97-5022

福
井
で
活
躍
す
る
国
際
交
流
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
に
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
活
動
や
、

異
文
化
交
流
の
こ
つ
な
ど
に
つ
い
て
、
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
思
い
や
考
え
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日本人と外国人が、同じまち、地域でお互いに暮らし
やすくなるためには、外国から来た人たちがどんなこ
とで困っているのかを知り、理解する必要があります。
「『外国人』だから自分とは関係ない」ではなく、福井
のまちを共に創っていく市民であることを再認識し、
私たち日本人から積極的にコミュニケーションをとっ
ていくことも大切なことです。
福井の多文化共生の実現に向けて、一人一人できるこ
とから行動してみませんか。

問合せ　国際室　
TEL20-5300　FAX20-5670

　
「
ふ
く
い
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
」と

し
て
、
行
政
か
ら
発
信
さ
れ
る
災
害
な
ど
に

つ
い
て
の
重
要
な
情
報
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

用
い
て
届
け
る
な
ど
、
橋
渡
し
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
コ
マ
ラ
・
デ
ビ
さ
ん
。「
自
分
が
日

本
に
来
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
言
葉
も
分
か
ら

ず
、
福
井
で
の
暮
ら
し
は
非
常
に
不
安
で
し

た
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
一
人
で
も
多
く

の
外
国
人
に
対
し
、
正
確
で
安
心
で
き
る
情

報
を
届
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
熱
心
に
語

り
ま
す
。

　

福
井
に
住
ん
で
20
年
以
上
。
現
在
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
店
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
フ
ー
ド
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」（
文
京
３
丁
目
）
の
店
主
を

務
め
る
デ
ビ
さ
ん
。
料
理
店
を
経
営
す
る
傍

ら
、
国
際
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

催
す
な
ど
、
福
井
の
国
際
交
流
、
多
文
化
共

生
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
20
年
前
、
福
井
に
は
み
ん
な
と
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
所
や
機
会
が
少
な
く
、
と
て
も

寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本

　

福
井
県
立
足
羽
高
校
多
文
化
共
生
ま
ち
づ

く
り
班
「Asuwa high school International 

Society

」（
通
称
Ａア

イ

ス
Ｉ
Ｓ
）
は
、
昨
年
9
月

に
発
足
し
た
「
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
放
課
後
活
動
。
日
本

人
だ
け
で
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
中
国
な
ど
の

国
籍
を
持
つ
生
徒
30
人
ほ
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
代
表
の
礒
野
さ
ん
は
「
足
羽
高
校
は
、

他
の
高
校
と
比
べ
て
多
国
籍
。
国
際
交
流
や

多
文
化
共
生
を
目
的
と
し
た
活
動
を
す
る
団

体
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
設
立
し
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
国
際
交
流
や
多
文
化
共
生

を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
。

４
月
に
は
、
丸
岡
高
校
の
生
徒
た
ち
に
「
ブ

ラ
ジ
ル
の
食
文
化
」
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
「
シ
ュ
ラ
ス
コ
」

を
通
じ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
そ
う
で

す
。
メ
ン
バ
ー
の
小
貫
さ
ん
は
、「
異
文
化
を

県立足羽高等学校 多文化共生まちづくり班「AIS」県立足羽高等学校 多文化共生まちづくり班「AIS」
（左から）礒野 心吏 さん、小貫 アユミ さん、竹内 希依夏 さん、清水 キミエ さん（左から）礒野 心吏 さん、小貫 アユミ さん、竹内 希依夏 さん、清水 キミエ さん

理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
自
分
た

ち
で
自
由
に
意
見

を
出
し
合
い
、
一

言語や国籍に関係なく、多彩なメンバーが集まる

　

国
際
交
流
や
多
文
化
共
生
の
動
き
が
盛
ん

な
清
明
地
区
。
市
民
団
体
「
清
明
国
際
交
流

ク
ラ
ブ
」
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
、
地
区
の

人
た
ち
、
特
に
子
ど
も
た
ち
や
外
国
人
を
対

象
と
し
た
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
清
明
公
民
館
、

清
明
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
も
含
め
た
三
者
に

よ
る
取
り
組
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

清
明
公
民
館
は
、
地
元
の
足
羽
中
学
校
、

足
羽
高
校
と
連
携
し
て
地
域
で
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
、
足
羽
高

校
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く
り
班
「
Ａア

イ

ス
Ｉ
Ｓ
」

と
連
携
し
た
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
や
、
城
山

登
山
体
験
な
ど
を
通
じ
て
異
文
化
交
流
を
行

い
、
お
互
い
の
文
化
へ
の
理
解
を
促
進
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
清
明
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
も
同

様
に
、
公
民
館
で
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
７
月
に

は
、
地
区
で
暮
ら
す
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
や
特

徴
な
ど
を
把
握
し
よ
う
と
、
中
国
人
や
ベ
ト

ナ
ム
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

委
員
の
池
尾
さ
ん
は
、「
外
国
籍
の
人
も
、
清

明
地
区
を
構
成
す
る
大
切
な
存
在
。
今
後
も
、

地
域
に
住
む
外
国
籍
の
人
た
ち
の
声
に
耳
を

傾
け
、
大
雪
な
ど
の
災
害
時
に
も
し
っ
か
り

と
必
要
な
情
報
が
行
き
届
く
体
制
を
築
い
て

料理店経営（日本歴 24 年）料理店経営（日本歴 24 年）
コマラ・デビ さんコマラ・デビ さん

清明国際交流クラブ 代表清明国際交流クラブ 代表
笠松 澄子 さん笠松 澄子 さん

清明公民館 館長清明公民館 館長
川口 英雄 さん川口 英雄 さん

清明まちづくり委員会清明まちづくり委員会
安心と思いやり部門 部門長安心と思いやり部門 部門長

池尾 惠子 さん池尾 惠子 さん

スロベニアの文化を地区の小学生に伝える

デビさんの店「ジャカルタフード・インドネシア」
には、日々さまざまな国籍の人たちが集う

か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

動
か
す
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
外
国
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す

イ
ベ
ン
ト
や
、
自
分
の
住
む
地
域
で
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
全
て
の
住
民
が
多
文

化
共
生
に
興
味
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
構
想
し
、
モ
ル
ッ
ク
を
は
じ

め
と
す
る
、
国
籍
や
年
代
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
活
動
を
通
じ
て
、『
外
国
人
』

と
い
う
存
在
を
身
近
に
感
じ
て
く
れ
る
人
が

一
人
で
も
多
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
外
国

人
と
交
流
す
る
こ
と
に
、
身
構
え
た
り
、
深

く
考
え
た
り
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
と
異

な
る
こ
と
を
楽
し
む
余
裕

さ
え
あ
れ
ば
、
き
っ
と
自

分
な
り
の
国
際
交
流
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
」
と
代

表
の
礒
野
さ
ん
は
言
い
ま

す
。

　

竹
内
さ
ん
は
、「
私
た

ち
は
一
人
一
人
夢
も
目
標

も
違
い
ま
す
が
、
大
好
き

な
福
井
の
ま
ち
を
、
い
ろ

ん
な
文
化
が
行
き
交
う
場

所
に
し
た
い
と
い
う
思
い

は
皆
共
通
で
す
」
と
熱
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
も
外
国
人
も
気
軽
に
集

え
る
『
憩
い
の
場
』
を
作

り
た
い
と
考
え
、
お
店
を

始
め
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

店
に
は
日
本
人
だ
け
で

な
く
、
数
多
く
の
外
国
人
留
学
生
や
実
習
生

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。「
生
ま
れ
育
っ
た
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
食
を
届
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
国

籍
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
空
間
を
創
る
こ
と

に
、
や
り
が
い
と
楽
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
お

店
は
、
留
学
生
や
実
習
生
の
『
相
談
場
所
』

と
し
て
の
一
面
も
あ
り
ま
す
。
勝
手
に
彼
ら

の
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
気
分
で
日
々
接
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

昨
年
、
母
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
も
、
日
本
食
を
扱
う
飲
食
店
「
フ
ク
イ
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
フ
ー
ド
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

デ
ビ
さ
ん
。「
私
の
中
で
日
本
と
言
え
ば
福
井
、

お
店
の
名
前
に
は
大
好
き
な
『
フ
ク
イ
』
を

入
れ
ま
し
た
。
日
本
の
良
さ
を
、
日
本
食
を

通
じ
て
母
国
の
友
達
に
も
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
幸
せ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
今
後
、『
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ェ
ス
』
な
ど
、
母
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
福

井
を
つ
な
ぐ
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
今
よ
り

も
っ
と
福
井
の
人
た
ち
と

交
流
し
、
一
緒
に
福
井
の

ま
ち
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
」

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

　

長
年
、
清
明
地
区
の
多

文
化
共
生
を
支
え

推
進
し
て
き
た
清

明
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
代
表
の
笠
松
さ
ん
。「
今

後
は
、
公
民
館
や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
よ

り
一
層
連
携
を
深
め
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
き
た
い
。
清
明
地
区
だ
け
で
な
く
、
市
内

の
至
る
と
こ
ろ
で
国
際
交
流
が
見
え
る
ま
ち

に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
「
今
後
は
、
定
期
的
に
開
か
れ
る
地
区
の
運

　

デ
ビ
さ
ん
と
同
じ

く
「
ふ
く
い
外
国
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー

製造業勤務（日本歴 7 年）製造業勤務（日本歴 7 年）
エイ・ゼィン・ミィンツ さんエイ・ゼィン・ミィンツ さん

県主催のグローバル
フェスタの様子。
民族衣装を身にまと
い、母国ミャンマー
の食文化を伝える

ふくい外国人コミュニティリーダー
ホームページ

外
国
人
も
「
福
井
市
民
」、
何
で
も
話
し
て
ほ
し
い

営
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
、
一
人
で

も
多
く
の
外
国
籍
の
人
が
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
言
う
公

民
館
館
長
の
川
口
さ
ん
。

「
三
者
で
横
の
つ
な
が
り

を
強
化
し
、
地
域
に
住

む
外
国
籍
の
人
を
一
人

も
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

誰
も
が
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
清
明
を
創
っ
て

い
き
ま
す
」

ダ
ー
」
を
務
め
る
エ
イ
・

ゼ
ィ
ン
・
ミ
ィ
ン
ツ
さ
ん
。

７
年
前
、
母
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
来
日
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
語
学
の
勉
強
が
好
き
で
、
日
本

語
も
流
り
ゆ
う
ち
よ
う
暢
に
話
す
エ
イ
・
ゼ
ィ
ン
さ
ん
。「
福

井
は
大
雪
な
ど
の
災
害
が
多
い
。
同
郷
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
は
じ
め
、
福
井
に
住
む
全

て
の
外
国
人
が
安
全
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
自
分
の
語
学
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
活
動
を
始
め
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
で
は
、「
福
井
で
の
生
活
が
楽
し
く
て

永
住
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
エ

イ
・
ゼ
ィ
ン
さ
ん
で
す
が
、
福
井
に
住
み
始

め
て
間
も
な
い
こ
ろ
は
、
日
本
語
が
で
き
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
文
化
の
違
い
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
は
、『
好
き
』『
嫌
い
』
を
ス
ト
レ
ー

ト
に
伝
え
る
の
が
一
般
的
。
一
方
で
、「
福
井

は
優
し
い
人
が
多
く
、
相
手
の
こ
と
を
考
え

る
が
ゆ
え
に
曖
昧
な
返
答
を
す
る
人
が
多
い
」。

エ
イ
・
ゼ
ィ
ン
さ
ん
は
、
慣
れ
る
ま
で
は
か

な
り
戸
惑
っ
た
そ
う
で
す
。「
私
た
ち
も
同
じ

『
福
井
市
民
』、
何
で
も
気
兼
ね
な
く
話
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
福
井
は
職
場
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
大
き
す
ぎ
ず
、
一
人
一
人
と
親
し
く

な
り
や
す
い
。
母
国
を
離
れ
、
独
り
で
日
本

に
来
て
い
る
私
た
ち
外
国
人
に
と
っ
て
職
場

の
同
僚
は
『
家
族
』
同
然
。
今
で
は
、
お
互

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
つ
が
分
か

り
、
職
場
の
み
ん
な
と
釣
り
に
出
掛
け
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
た
り
、

職
場
は
私
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

日
本
人
も
外
国
人
も
、
気
軽
に
憩
え
る
場
所
を
目
指
し
て

外
国
人
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

外
国
籍
の
人
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
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PICK UP! INFORMATION

9/10 ～ 16 は自殺予防週間です9/10 ～ 16 は自殺予防週間です

あなたもゲートキーパーに！あなたもゲートキーパーに！

　問合せ　地域保健課　TEL 33-5185　FAX 33-5473　

福井市の悩みごと
相談窓口一覧

研修受講者の声

福井県公認心理師・
臨床心理士協会
岡本克己氏

家族や仲間の変化に
気付いて、声をかける。

本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける。

早めに専門家に
相談するよう促す。

温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る。

②傾聴

③つなぎ ④見守る

ゲートキーパーの四つの役割

ゲートキーパーになるには
ゲートキーパーになるための研修会を開催しています。
オンラインでも受講できます。
研修受講者には、修了証を交付します。
申し込み方法など、詳しくはホームぺージを
ご覧ください。

　自殺予防においては、悩んでいる人に寄り添い、孤独や孤立を防ぎ、支援することが重要
です。それぞれの立場からできることを進んで行うことが、自殺予防につながります。
　「ゲートキーパー」とは、悩んでいる家族や仲間に気付き、支える役割を持つ人のことで、「命
の門番」とも呼ばれています。特別な経験や資格は必要ありません。
　あなたもゲートキーパーになりませんか。

自殺予防啓発ポスター

①気付き

YouTube チャンネル「福井市広報課ふくチャンネル」で、
「いきいき情報ふくい『あなたもゲートキーパーに！
～こころのサインを見逃さないで～』」を配信中です。

研修講師から

【声かけの例】
・眠れてる？
・元気ないけど大丈夫？

【ポイント】
・心配していることを伝える
・相手の気持ちを否定しない

・必要があれば相談に
　乗ることを伝える

・研修を受けるまでは、悩んでいる人に気付き、声をかけ
　ることが大事だという発想がなかった。今後、できる限
　り大切な命を守れるようにしたい。（60 代自営業）
・何か心配事がありそうな人への対処の仕方が分かったよ
　うに思う。（20 代学生）
・悩んでいる人に寄り添い関わり、孤独・孤立を防ぐこと
　の大切さを再確認した。（30 代会社員）

　誰一人として自殺に追い込まれない社会と
は、全ての人が、活躍できる場を持った社会
です。
　ゲートキーパー
の目指すところ
は、相手の気持
ちに寄り添いなが
ら、相手の活躍の
場を見つけるお手
伝いをすることで
す。
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障がい者スポーツ教室障がい者スポーツ教室

とき　9/17 ㈰ 13:30 ～ 15:30
ところ　ちもり体育館（渕 4 丁目）
対象　市内に住むか通勤・通学する人
内容　オーバルボール、風船バレーボー
ル、モルック など
持ち物　タオル、内履き、飲み物 など
問合せ　障がい福祉課
TEL 20-5435
FAX 20-5407

9/18（敬老の日）は燃や9/18（敬老の日）は燃や
せるごみを収集しますせるごみを収集します

　月・木曜日が燃やせるごみの収集日に
なっている地区は、9/18（月祝）に特
別収集を行います。
　出し遅れのないよう、朝 7:00 ごろ
までにごみステーションに出してくださ
い。
問合せ　収集資源センター
TEL 35-0052
FAX 35-0813

難病患者相談会難病患者相談会

とき　10/6 ㈮ 13:00 ～ 16:30
ところ　保健所（西木田２丁目）
対象　難病患者、小児慢性特定疾病患者
とその家族
専門家による個別相談
内容　次の専門家による個別相談
・神経内科医師（病気の治療）
・理学療法士（リハビリ）
・栄養士（食事）
・難病支援センター相談員（生活）
・小児慢性特定疾病児童等自立支援相談
員（生活・学校生活）
・社会保険労務士（障害年金）
・就労支援相談員（仕事）
・障がい者基幹相談支援センター相談員

（障がい福祉）
※ 1 人 30 分までです。
複数の専門家への相談もできます。
定員　各専門家につき 7 人（先着順）
※医師のみ 6 人です。
ミニ講座
内容　特別支援教育センター職員による
就学、中学・高校への進学についての講
座と質疑応答
いずれも
申込　① 9/15 ㈮ 8:30 から ②電話
問合せ・申込先
地域保健課
TEL 33-5185
FAX 33-5473

いきいき子育てサロンいきいき子育てサロン

とき　10/18 ㈬ 10:00 ～ 11:30
ところ　アオッサ 研修室 607
※オンラインでも受講できます。
対象　市内に住むか勤める人
定員　30 人（抽選）
申込　① 10/7 ㈯まで ②電話、E メール
問合せ・申込先
中央公民館
TEL 20-5459
FAX 20-1538
 cyuou-k@mx1.fctv.ne.jp

チーム力を支えるコミチーム力を支えるコミ  
ュニケーション講座ュニケーション講座

とき　10/14 ㈯ 10:00 ～ 12:00
対象　市民活動団体、市民活動に関心の
ある人
内容・アンガーマネジメントなどの講義
・価値観共有のためのワーク
定員　20 人（先着順）
申込　① 9/15 ㈮ 9:00 から ②電話、
FAX、E メール ③共通事項
問合せ・ところ・申込先
総合ボランティアセンター

（ハピリン 4 階）
TEL 20-5107
FAX 20-5168
 volunteer@city.fukui.lg.jp

婚活スクール、婚活セ婚活スクール、婚活セ
ミナー参加者募集ミナー参加者募集

　参加すると、婚活イベントに優先的に
参加できます。
婚活スクール（男性対象）
とき【婚活スタートアップセミナー】
10/1 ㈰ 13:30 ～ 15:10

【１対１の個別レッスン】
10/22 ㈰、28 ㈯、11/11 ㈯、18 ㈯
13:00 ～ 17:00（１人 30 分程度）
ところ　アオッサ
対象　県内に住む結婚を希望する 26 ～
40 歳の独身男性
内容　婚活講座など、結婚までのサポー
トを受けられる「婚活スクール」
定員　24 人（抽選）
婚活セミナー（女性対象）
とき　10/1 ㈰ 13:30 ～ 15:10
ところ　アオッサ 研修室 601BC
※オンラインでも参加できます。
対象　県内に住む結婚を希望する 26 ～
40 歳の独身女性
内容　結婚を希望する女性が結婚や婚活
に対して前向きになるためのセミナー

「しあわせマインドを育むメソッド」。
ワークを交えながら考え方や物事の捉え
方などの意識について学ぶ。
いずれも
申込　① 9/20 ㈬まで ②ホームページ
問合せ　女性活躍促進課
TEL 20-5353
FAX 20-1538

納期限は納期限は
10/2 ㈪です10/2 ㈪です

国民健康保険税、介護保険料、
後期高齢者医療保険料　3期
納税は便利な口座振替で納税は便利な口座振替で

お知らせ

INFORMATION

ii

◆本号に掲載している情報は、8/21現
在の情報です。
◆最新の情報、詳しい情報は、ホームぺー
ジをご覧ください。
◆料金の記載のないものは無料です。
◆申込欄には、①申込期間、②申込手段、
③申込時に必要な情報や書類、を記載し
ています。
申込の記載のないものは申込不要です。
申込欄③に「共通事項」と記載されてい
るものは、以下をお知らせください。
共通事項
行事名、住所、氏名（よみがな）、年齢、
電話番号
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ペットボトルキャップペットボトルキャップ  
からキーホルダーからキーホルダー

とき　10/1 ㈰ 10:00 ～ 12:00
ところ　アオッサ６階 工作実習室
対象　市内に住む人（小学生以下は保護
者同伴）
内容・T

ト ン カ ン
ONKAN t

テ ラ ス
errace 代表黒田悠生　

氏によるプラスチックリサイクルに関す
る講義
・キーホルダー作り
定員　20 人（抽選）
参加費　１人 500 円
申込　① 9/21 ㈭まで ②電話、ホーム
ページ ③共通事項
問合せ・申込先
福井市環境推進会議（環境政策課内）
TEL 20-5609
FAX 20-5754

高齢者の皆さんへ　イ高齢者の皆さんへ　イ
ンフルエンザ予防接種ンフルエンザ予防接種

とき　10/2 ㈪～令和 6 年 1/31 ㈬
※流行期に間に合うように、12 月中旬
までに接種することをお勧めします。
接種回数は、1 人 1 回です。
ところ　市内の指定医療機関、福井県広
域的予防接種医療機関
対象　A 65 歳以上の人
B 60 ～ 64 歳で、心臓、腎臓、呼吸器
の機能の障がい、またはヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫機能に障がいを有し、
身体障害者手帳 1 級相当の人
負担金　2000 円
※生活保護受給者、中国残留邦人の人は
無料です。
持ち物　予防接種通知書（はがき）、健
康保険証
申込　①随時 ②接種を受ける医療機関
の窓口
※ A の人には、9 月下旬に予防接種通
知書を発送します。
B の人と 9 月以降に福井市に転入し通
知書が届かない人などは、お問い合わせ
ください。
※予診票は、指定医療機関にあります。
ホームページからダウンロードすること
もできます。
他ワクチンとの接種間隔については、医
師に相談してください。
問合せ　健康管理センター
TEL 28-1256　
FAX 28-3747

小型除雪機購入補助小型除雪機購入補助

　自治会等協力路線（道幅が狭く、市の
除雪機が作業できない道路）などを除雪
するための、小型除雪機などの購入費の
一部を補助します。
補助対象・小型除雪機の購入費
・トラクターに装着して使用する除雪機
械の購入費
補助金額　購入費の 2 分の 1（上限額
80 万円）
申請者　自治会長
申請要件・複数自治会または同一自治会
内の複数班で利用すること
・除雪予定箇所に自治会等協力路線が原
則 100 ｍ以上含まれていること など
申込　① 9/15 ㈮～ 10/20 ㈮ ②窓口 
③申請書
※補助の対象となった路線は、交付決定
から 10 年間は「除排雪事業協力金」の対
象から外れます。
詳しくは、ホームぺージをご覧になるか、
お問い合わせください。
問合せ　道路課（市役所本館 4 階）
TEL 20-5560
FAX 20-5563

京福バスに乗って京福バスに乗って  
一乗谷へ遊びに行こう一乗谷へ遊びに行こう

とき　9/30 ㈯ 9:00 ～ 13:15
集合場所　京福バスチケットセンター

（JR 福井駅東口）
対象　市内に住む人
コース　JR 福井駅→一乗谷朝倉氏遺
跡復原町並→一乗谷朝倉氏遺跡博物館
→ JR 福井駅
※昼食は各自自由です。
参加費・70 歳以上　1260 円
・大人　1720 円
・高校生　1480 円
・中学生　1140 円
・小学生　690 円
※運賃、入館料です。
定員　20 人（先着順）
申込　① 9/15 ㈮ 9:00 ～ 22 ㈮ 17:00 
②ホームぺージ ③共通事項
※参加者に、JR で利用できるオレンジ
カード 500 円分や 2024 北陸新幹線
敦賀開業記念シール、越美北線オリジナ
ルカードを差し上げます。
問合せ・申込先　越美北線と乗合バスに
乗る運動を進める会事務局（大野市交通
住宅まちづくり課内）
TEL 0779-64-4815
FAX 0779-66-1118

 流木の花台作り 流木の花台作り

とき　9/23（土祝） 10:00 ～、
13:30 ～
ところ　越前水仙の里公園
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
内容　海岸に漂着した流木を使った、
ポットの花を置く花台作り
定員　各回５人（先着順）
参加費　1000 円
※施設を見学する場合は、入館料が別途
必要です。
持ち物　軍手またはゴム手袋
申込　① 9/15 ㈮から ②窓口、電話
問合せ・申込先　越前水仙の里公園
TEL 89-2381

（8:30 ～ 17:00）
FAX 89-2383

市有財産の利活用に関市有財産の利活用に関  
する提案を募集しますする提案を募集します

　市の財源確保と市民サービスの向上に
つながる市有財産の活用提案を募集しま
す。提案は、審査により選定し、市と協
議が整った場合に契約を締結します。
対象　提案内容を自ら実施する法人など
募集内容・低未利用財産７件の活用
・市有財産への広告掲載
募集期間　11/24 ㈮まで
※詳しくは、ホームページをご覧になる
か、お問い合わせください。
問合せ　施設活用推進課
TEL 20-5275
FAX 20-5778

マイナンバーカードマイナンバーカード  
休日窓口休日窓口

とき　10/15 ㈰、29 ㈰
9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
ところ　市役所本館 1 階市民課
内容　マイナンバーカードの申請、受け
取り、電子証明書の更新、暗証番号の再
設定
※事前予約が必要です。
問合せ・申込先【9 月まで】福井市マイ
ナンバーカードコールセンター
TEL 50-7423
FAX 20-6032

【10 月から】市民課
TEL 20-5736
FAX 20-6032

ふくいまちなか音楽祭ふくいまちなか音楽祭

とき　9/24 ㈰ 12:00 ～ 18:00
ところ　ハピテラス、アップルロード、
グラススクエア（中央１丁目）
内容　まちなかの複数の会場を回遊
しながら気軽に楽しめる、白井淳夫
S
ス ウ イ ン ギ ン
wingin' B

バ ン ド
and などによる音楽ライブ

問合せ　まちづくり福井㈱
TEL 30-0330
FAX 30-0505

保護者向け就活ガイド保護者向け就活ガイド  
ブックを作成しましたブックを作成しました

　県外に進学・就職したお子様の U ター
ン就職をサポートするための、保護者向
けのガイドブックを作成しました。ホー
ムページで閲覧することができます。
　また、窓口で紙の冊子も配布していま
す。
内容・福井で暮らし、働く魅力
・保護者としての心構えと家庭での就活
サポート
・県外の大学からＵターン就職した先輩
の声
・福井の就活イベント、就職支援制度、
相談窓口紹介　など
問合せ　しごと支援課
TEL 20-5321
FAX 20-5323

大腸がん検診を受けま大腸がん検診を受けま
しょうしょう

　大腸がんは、早期のうちはほとんど自
覚症状がありません。県内の部位別がん
死亡数のうち、大腸がん死亡数は男性２
位、女性１位となっています。大腸がん
は早期に治療すれば 95％以上が治りま
す。毎年大腸がん検診を受けましょう。
検査容器の配布場所　実施医療機関、集
団検診、健康管理センター・清水健康管
理センターの窓口や郵送（手数料が必要）
※大腸がんは便で簡単に検査できます。
対象　40 歳以上
負担額　500 円まで
※年齢や受診会場によって異なります。
郵送手数料　300 円
※受診券が手元にある人は、窓口に持参
してください。
問合せ　健康管理センター
TEL 28-1256
FAX 28-3747

バスツアー　足羽川源バスツアー　足羽川源
流のまち池田を訪ねて流のまち池田を訪ねて

とき　10/28 ㈯ 9:00 ～ 15:40
（小雨決行、荒天中止）
集合場所　JR 福井駅東口バス乗り場
対象　市内に住む人（中学生以下は保護
者同伴）
内容・足羽川ダム工事現場見学
・かずら橋周辺散策
定員　43 人（抽選）
参加費　高校生以上 1000 円、中学生
以下 500 円（昼食代含む）
※温度調節のできる服装、汚れてもよい
靴で参加してください。工事現場見学で
はヘルメットを貸し出します。
申込　①10/2㈪まで ②はがき、Eメール 
③参加者全員の共通事項
申込先　〒 915-0802
越前市北府 2 丁目 6-4　福鉄商事㈱
 info@fukutetsu-s.co.jp
問合せ　（公財）足羽川水源地域対策基金
事務局（県河川課内）
TEL 20-0485
FAX 20-0696

公務員 YouTuber公務員 YouTuber  
市政情報を発信開始市政情報を発信開始

　YouTube の縦型ショート動画（1 分
以内の動画）を活用し、表現が堅くなり
がちな行政情報を、市職員自らが出演・
編集し、楽しく伝えています。
内容・福井市役所業務紹介
・北陸新幹線や再開発関連の情報
・子育て施設紹介
・市民の生活に役立つ情報　など
掲載場所　YouTube チャンネル「ふく
チューバーch」（2週間に1本程度掲載）
問合せ　広報課
TEL 20-5257　FAX 20-5438

青い街の、青い街の、  
レトロな休日。レトロな休日。

とき　9/16 ㈯ 12:00 ～ 20:00
ところ　グラススクエア（中央１丁目）
内容　青い雑貨や食べ物を集めた販売
ブース など
※詳しくは、ホームページをご覧くださ
い。
問合せ　（一社）福井県まちづくりセンター
TEL・FAX 50-3578

相続登記の申請が義務相続登記の申請が義務
化されます化されます

　令和 6 年 4/1 から相続登記の申請が
義務化されます。
内容・相続によって不動産を取得した相
続人は、その所有権を取得したことを
知った日から 3 年以内に相続登記の申
請をしなければなりません。
・遺産分割の話し合いがまとまった場合
には、不動産を取得した相続人は、遺産
分割が成立した日から 3 年以内に、そ
の内容を踏まえた登記を申請しなければ
なりません。
※令和 6 年 4/1 以前の相続も義務化の
対象です。
詳しくは、法務省ホームページをご覧に
なるか、お問い合わせください。
問合せ　福井地方法務局
TEL 22-5122
FAX 22-4979

ふくチューバ―ch
（ショート動画）

ふくチューバ―
ホームぺージ

8 月 10 日号の訂正8 月 10 日号の訂正

　15 ページの「市民スポーツ
レクリエーション大会」の「フォー
クダンスコース」に、以下の記載
漏れがありました。
　おわびして訂正します。

参加費　300 円
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天体観望会天体観望会  
昼間に金星を見ようⅡ昼間に金星を見ようⅡ

とき　9/16 ㈯ 10:00 ～ 11:30
（雨天、曇天中止）
※入館料が別途必要です。
問合せ・ところ
自然史博物館
TEL 35-2844
FAX 34-4460

昆虫の缶バッジ作り昆虫の缶バッジ作り

とき　9/23（土祝） 10:00 ～ 11:30、
13:00 ～ 15:30
定員　50 人（先着順）
※小学生以下は保護者同伴です。
参加費　100 円
問合せ・ところ・申込先
自然史博物館
TEL 35-2844
FAX 34-4460

自然史講座自然史講座  
渡り鳥ノジコの観察会渡り鳥ノジコの観察会

とき　10/14 ㈯ 8:30 ～ 11:00
集合場所　中池見湿地（敦賀市）
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
定員　20 人（抽選）
申込　① 9/27 ㈬まで ②往復はがき
③共通事項
問合せ・申込先　〒 918-8006
福井市足羽上町 147
自然史博物館
TEL 35-2844
FAX 34-4460

カブトムシの幼虫をカブトムシの幼虫を  
育ててみよう育ててみよう

とき　10/15 ㈰
【初級】10:00 ～ 11:30
【上級】14:30 ～ 15:30
対象　小中学生（小学生は保護者同伴）
※上級コースは、カブトムシの幼虫を飼
育した経験がある人に限ります。
定員　初級 30 人、上級 10 人（抽選）
参加費　100 円
申込　① 9/27 ㈬まで ②往復はがき
③共通事項、希望コース
問合せ・ところ・申込先　〒 918-8006
福井市足羽上町 147　自然史博物館
TEL 35-2844
FAX 34-4460

天体観望会　中秋の名天体観望会　中秋の名
月と土星を見よう月と土星を見よう

とき　9/29 ㈮ 19:00 ～ 20:30
※受付は 20:00 までです。

（雨天、曇天中止）
中学生以下は保護者同伴です。
問合せ・ところ
自然史博物館
TEL 35-2844
FAX 34-4460

自然史講座化石採集会自然史講座化石採集会

とき　10/21 ㈯ 9:00 ～ 12:00
集合場所　鮎川駐車場（鮎川町）
対象　小学 4 年生以上（小学生は保護者
同伴）
定員　20 人（抽選）
参加費　100 円
申込　① 10/4 ㈬まで ②往復はがき
③共通事項
問合せ・申込先　〒 918-8006
福井市足羽上町 147　自然史博物館
TEL 35-2844
FAX 34-4460

　きれいでおいしい水を皆さんの家庭に届けるために、洗管作業を行います。夜間に道路
上で消火栓などから多量の水を放出しますので、通行の際は十分注意してください。作業
中は、作業区域内とその周辺で水が濁ったり、水量が少なくなったりすることがあります
が、しばらく流すと元に戻ります。
問合せ　水道管路課　TEL 20-5640　ＦＡＸ 20-5629

作業時間
22:00 ～翌朝 5:00

※ 17:15 ～ 21:00 の間に、
広報車による広報を行います。

水道洗管作業を行います水道洗管作業を行います

と　き 作　業　区　域

9/25 ㈪
 明里町、桃園 1 ～ 2 丁目、足羽 1 ～ 5 丁目、有楽町、つくも 1 ～ 2 丁目、毛矢 1 ～ 3 丁目、左内町、
 大瀬町、西学園 1 ～ 3 丁目、水越 1 ～ 2 丁目、飯塚町、渡町、若杉町、若杉浜 1 ～ 3 丁目、 若杉 1 ～ 2 丁目、
 加茂緑苑町、加茂河原町、加茂河原 1 ～ 4 丁目

26 ㈫
 西木田 1 ～ 5 丁目、みのり 1 ～ 4 丁目、月見 1 ～ 5 丁目、月見町、春日町、春日 1 ～ 3 丁目、一本木町、
 西板垣町、板垣 1 ～ 5 丁目、木田町、木田 1 ～ 3 丁目、馬垣町、花堂東 1 ～ 2 丁目、羽水 1 ～ 2 丁目、
 板垣町

27 ㈬
 渕 1 ～ 2 丁目、西谷町、西谷 1 ～ 3 丁目、江守中町、江守中 1 ～ 2 丁目、種池町、種池１～ 2 丁目、 
 若杉 3 丁目、福 1 ～ 2 丁目、福町、門前町、門前 1 ～ 2 丁目、加茂緑苑町、渕町、大島町、 
 花堂北 1 ～ 2 丁目、花堂中 1 ～ 2 丁目、花堂南 1 ～ 2 丁目、舞屋町

28 ㈭
 久喜津町、運動公園 1 ～ 4 丁目、加茂河原町、若杉 4 丁目、高塚町、若杉町、東下野町、 西下野町、
 若杉浜 3 丁目、渡町、飯塚町、角折町、狐橋 1 ～ 2 丁目、下市町、金屋町、恐神町、北堀町、安田町、 
 羽坂町、細坂町、大瀬町、 渕町、福新町、渕 3 ～ 4 丁目、新下江守町、種池町、 種池 1 ～ 2 丁目、下江守町

10/2 ㈪  舞屋町、大島町、花堂南 1 ～ 2 丁目、下荒井町、引目町、杉谷町、今市町、中荒井町、下河北町、上河北町、
 大土呂町、 半田町、新開町、大町、下莇生田町、江端町

3 ㈫
 別所町、大町 1 ～ 2 丁目、大町、花堂東 1 ～ 2 丁目、羽水 3 丁目、下馬 1 ～ 3 丁目、下馬町、下六条町、
 小稲津町、 上六条町、上莇生田町、下莇生田町、天王町、稲津町、下細江町、上河北町、下河北町、円成寺町、
 東郷中島町、 木田町

4 ㈬
 中野 1 ～ 3 丁目、中野町、三十八社町、江尻ケ丘町、下江尻町、上江尻町、森行町、浅水二日町、浅水三ケ町、
 真木町、 末広町、主計中町、浅水町、安保町、杉谷町、今市町、大土呂町、鉾ヶ崎町、角原町、三本木町、生野町、
 徳尾町

5 ㈭  江守の里 1 ～ 2 丁目、南江守町、合谷町、南居町、三尾野町、花守町、冬野町

初心者対象スマホ教室初心者対象スマホ教室  
（3 日間コース）（3 日間コース）

とき　10/11 ㈬～ 13 ㈮
10:00 ～ 12:00
ところ　アオッサ 会議室 502
対象　市内に住むか勤めるスマホを持っ
ている人
定員　10 人（抽選）
申込　① 9/27 ㈬まで ②往復はがき
③返信先の住所、氏名、電話番号、スマ
ホの機種
問合せ・申込先　〒 910-0858
福井市手寄 1 丁目 4-1
中央公民館
TEL 20-5459
FAX 20-1538

見逃しお月見見逃しお月見  
プラネタリウムプラネタリウム

とき　9/30 ㈯ 13:00 ～ 13:45、
16:00 ～ 16:45
内容　9/29 の中秋の名月の映像を鑑賞
※詳しくはホームぺージをご覧くださ
い。
定員　各回 150 人（先着順）
※中学生以下は保護者同伴です。
料金・一般　620 円 
・3 歳～高校生　310 円
※イッポンスイーツ M

ム ス ビ
USUBI の団子を

当日限定で販売（別料金）します。
申込　① 9/15 ㈮ 9:30 から ②電話
③共通事項
問合せ・ところ　セーレンプラネット
TEL 43-1622
FAX 43-1644

月僧先生の月僧先生の  
サイエンスショーサイエンスショー

とき　10/1 ㈰ 11:30 ～ 12:15、
14:30 ～ 15:15
内容　富山大学教育学部准教授月

げつ
僧
そう

秀弥
氏による宇宙に関する実験
定員　各回 150 人（先着順）
料金・一般　620 円 
・3 歳～高校生　310 円
申込　① 9/15 ㈮ 9:30 から ②窓口 
問合せ・ところ　セーレンプラネット
TEL 43-1622
FAX 43-1644

有 

料 

広 

告 

欄

広告内容を福井市が推奨するものではありません。
広告申込先　株式会社ウィット（TEL 072-668-3275）

スマホの基本教えますスマホの基本教えます  
（大人になる講座）（大人になる講座）

とき　10/22 ㈰ 14:00 ～ 16:00
ところ　アオッサ 会議室 502
対象　75 歳以上のスマホ初心者
内容　現役高校生によるスマホ講座
定員　８人（抽選）
申込　① 9/30 ㈯まで ②往復はがき
③返信先の住所、氏名、電話番号、スマ
ホの機種
問合せ・申込先　〒 910-0858
福井市手寄 1 丁目 4-1
中央公民館
TEL 20-5459
FAX 20-1538

子どもアトリエ子どもアトリエ  
レンガの家づくりレンガの家づくり

とき　10/15 ㈰ 14:00 ～ 16:00
対象　小学生以上（小学校 2 年生以下
は保護者同伴）
定員　25 人（抽選）
参加費　1500 円
申込　① 10/5 ㈭まで ②往復はがき
③共通事項、学校名、学年
問合せ・ところ・申込先　〒 918-8112
福井市下馬 3 丁目 1111
市美術館
TEL 33-2990
FAX 33-3114

臨時休館臨時休館
東山健康運動公園
9/26㈫～10/2㈪

《設備機器点検・清掃のため》
TEL54-9190　FAX54-9179
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越廼の民話を聞こう越廼の民話を聞こう  
紙芝居もあるよ紙芝居もあるよ

とき　10/1 ㈰ 10:00 ～ 11:15
ところ　越廼ふるさと資料館
対象　小学生とその保護者
内容・紙芝居を見る
・越廼の民話を聞く
定員　5 組（先着順）
申込　① 9/15 ㈮から ②電話、E メール
③共通事項
問合せ　越前水仙の里公園
TEL 89-2381
FAX 89-2383
 suisen@city.fukui.lg.jp

働く女性のための働く女性のための  
セルフマネジメント術セルフマネジメント術

とき　10/12 ㈭、19 ㈭
19:00 ～ 20:30
※ 2 回とも参加してください。
ところ　アオッサ 研修室 601BC
対象　市内に住むか勤める 49 歳までの
働く女性
内容・ストレスの発生モデル
・心が少し楽になる対処法
・自己効力感の高め方
定員　30 人（抽選）
申込　① 10/1 ㈰まで ②電話、FAX、
ホームぺージ ③共通事項
問合せ・申込先　男女共同参画・子ども
家庭センター
TEL 20-1537
FAX 20-1538

オンラインおもてなしオンラインおもてなし
講習会講習会

とき　9/1 ㈮～令和６年 2/29 ㈭
対象　嶺北地域に住む人
内容　㈱観光ビジネスコンサルタンツ西
川丈次氏によるおもてなし力向上を図る
ためのオンライン講習（約 10 分の動画
15 本程度）
※詳しくはホームページをご覧くださ
い。
問合せ
おもてなし観光推進課
TEL 20-5346
FAX 20-5670
 kankou@city.fukui.lg.jp

観光おもてなしマイス観光おもてなしマイス
ター認定候補者募集ター認定候補者募集

とき　【認定研修】 10/11 ㈬
【認定試験】 11/13 ㈪
ところ　アオッサ 研修室 603 ほか
対象　嶺北地域に住み、所属する企業（組
織）などから推薦を受けられる人
内容　観光客を温かく迎えるおもてなし
の達人を「観光おもてなしマイスター」
に認定
定員　20 人程度（抽選）
申込　① 9/27 ㈬まで ② FAX、E メー
ル ③申込書
※申込書は、ホームページからダウン
ロードすることができます。
認定者には、認定証とバッジ、認定ステッ
カーを差し上げます。
問合せ・申込先　
おもてなし観光推進課
TEL 20-5346
FAX 20-5670
 kankou@city.fukui.lg.jp

休日納税相談休日納税相談

　　開庁時間に都合がつかない人のため
に、休日に窓口と電話による納税相談を
受け付けます。
とき　9/24 ㈰ ９:00 ～ 12:30
ところ　市役所本館 2 階 納税課
※本館東側地下１階の時間外出入り口か
ら入ってください。
持ち物　マイナンバーカードや運転免許
証など、本人確認ができるもの
問合せ　納税課
TEL 20-5330
FAX 20-5339

10/1 から福井駅周辺の10/1 から福井駅周辺の  
自転車等放置禁止区域が変わります自転車等放置禁止区域が変わります

福井のリボンでバラの福井のリボンでバラの
コサージュ教室コサージュ教室

とき　9/30 ㈯ 10:00 ～ 12:00、
13:30 ～ 15:00
対象　小学 3 年生以上（小学生は保護
者同伴）
内容　県産のリボンをワイヤー糸で縫う
ピンクのバラのコサージュ作り
定員　各回 20 人（先着順）
受講料　2000 円
持ち物　はさみ、指ぬき（長針用）
申込　① 9/15 ㈮ 10:00 から ②電話  
③共通事項
問合せ・ところ・申込先
福
ふく

福
ぶく

館
かん

（ハピリン２階）
TEL 20-2929
ＦＡＸ 20-2930

国民健康保険脳ドック国民健康保険脳ドック  
利用助成事業利用助成事業

対象　次の全てに該当する人
・令和５年 4/1 時点で 50 ～ 69 歳
・福井市国民健康保険の加入者で保険税
の滞納がない
・今年度中に特定健診またはそれに相当
する健診（事業主健診、人間ドック）を
受診済みか受診予定
※令和 2 ～ 4 年度に脳ドックの助成を
受けた人は除きます。
ペースメーカーなど、体内に金属が埋め
込まれている人は、受診できません。詳
しくは、検診機関にお問い合わせくださ
い。
受診日　12/1 ㈮～令和 6 年 3/30 ㈯
検診機関　大森整形外科リウマチ科、奥
村病院、福井県済生会病院、福井厚生病
院、福井赤十字病院、福井総合クリニッ
ク、松原病院
検査内容　頭部 MRI（磁気を利用した
脳の断層撮影）、MRA（三次元立体画像
による脳の血管撮影）、MMSE（認知機
能検査）
定員　160 人（抽選）
自己負担　1 万 2000 円
申込　① 10/2 ㈪まで（必着） ②窓口、
郵送、FAX、ホームページ ③「脳ドッ
ク応募」、共通事項、郵便番号、生年月日、
希望検診機関名（１か所のみ）、希望検
診機関の抽選に外れた場合の他の検診機
関での受診希望の有無、今年度の特定健
診またはそれに相当する健診の受診日・
会場（予定でも可）
※窓口、郵送、FAX で申し込む場合は、
応募用紙または白色用紙に必要事項を記
入してください。応募用紙は窓口、情
報コーナー（市役所本館 1 階）、各連絡
所にあります。ホームページからダウン
ロードすることもできます。
記入漏れなどがある場合は、無効になり
ます。
10 月中旬に、応募者全員に抽選結果を
通知します。
当選検診機関に、記載事項と被保険者番
号の情報を提供します。同意の上、申し
込んでください。
問合せ・申込先　〒 910-8511
福井市役所 保険年金課（本館 2 階）
TEL 20-5383
FAX 20-5747

新収品　えちぜん研究新収品　えちぜん研究
の足跡の足跡

とき　9/7 ㈭～ 10/15 ㈰
9:00 ～ 19:00
※入館は 18:30 までです。
内容　昨年新たに寄贈された、福井の歴
史研究に関わる資料を紹介
観覧料　220 円
※中学生以下、70 歳以上、障がい者と
その付添人は無料です。
問合せ・ところ　郷土歴史博物館
ＴＥＬ 21-0489
FAX 21-1489

企画展「ふくいの伝説」企画展「ふくいの伝説」

とき　9/7 ㈭～ 10/15 ㈰
9:00 ～ 19:00
※入館は 18:30 までです。
内容　柴田勝家や真田幸村など福井の歴
史に関わる人物や福井城下の伝説などを
紹介
観覧料　220 円
※中学生以下、70 歳以上、障がい者と
その付添人は無料です。
問合せ・ところ　郷土歴史博物館
TEL 21-0489
FAX 21-1489

ふくいの電車・バスふくいの電車・バス  
「幸福」エピソード募集「幸福」エピソード募集

　公共交通機関の大切さを考えるきっか
けとするため、県内を運行する電車、バ
スにまつわる心温まるエピソード（200
字程度）を募集します。
賞　一般　大賞（商品券 5 万円）、高校
生以下　大賞（図書カード 1万円）ほか
応募　① 9/29 ㈮まで ②郵送、E メー
ル ③原稿用紙（任意様式）、応募用紙
問合せ・応募先　〒 910-8580
福井市大手 3 丁目 17-1 福井県交通ま
ちづくり課「ふくいの電車・バス思い出
エピソード」作品募集係
TEL 20-0774
FAX 20-0729
carsave@pref.fukui.lg.jp

宝くじの助成金を活用宝くじの助成金を活用
しましたしました

　（一財）自治総合センターでは、宝くじ
の社会貢献広報事業として、コミュニ
ティ助成事業を行っています。
　この事業を活用し、次の団体が地域活
動に必要な備品を整備しました。
河合地区自治会連合会
内容　やぐらの購入
大安寺地区自治会連合会
内容　アンプ、スピーカー、プロジェク
ターなどの購入
日新地区自治会連合会
内容　アンプ、スピーカー、パイプテン
トなどの購入
問合せ　まち未来創造課
TEL 20-5230
FAX 20-5733

歴史散歩歴史散歩  
「旧北陸道を歩く」「旧北陸道を歩く」

とき　10/14 ㈯ 9:30 ～ 11:30
内容　九十九橋から松本荒町一里塚まで
の旧北陸道をたどる
対象　中学生以上
定員　15 人（先着順）
参加費　500 円（お土産付き）
申込　① 9/15 ㈮ 9:00 から ②電話 
③共通事項
問合せ・申込先　（公財）歴史のみえる
まちづくり協会
TEL・FAX 35-0855

　10/1 から、福井駅南側に新たに自転車駐車場を設置し、福井駅周辺の
自転車等放置禁止区域を変更します。自転車を歩道や駅前広場に放置する
と、通行の妨げとなり歩行者に危険を及ぼします。自転車は自転車駐車場
に止めましょう。

問合せ　自転車利用推進課　TEL 20-5387　FAX 20-5139
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高齢者交通安全高齢者交通安全  
推進月間など推進月間など

　９月は「高齢者交通安全推進月間」で
す。また、9/21 ～ 30 は、「秋の交通
安全市民運動」期間です。
　秋は、日没が早まり、夕暮れ時や夜間
に重大な交通事故が多発する傾向にあり
ます。また、高齢者が道路横断中に事故
に遭う割合が高くなります。
自動車
・運転時は、脇見や考え事をせず、運転
に集中する
・歩行者の道路横断に注意を払う
・早めのライト点灯、こまめなハイビー
ム、ロービームの切り替えをする
自転車
・ヘルメットを着用する
・利用者は自転車保険に加入する
・ブレーキ、タイヤ、ライト、尾灯など
の点検整備をする
・スマホを見ながら、イヤホンを着けた
ままの運転はしない
歩行者
・道路を横断する際は、左右の安全確認
を行う
・普段から明るい服装や反射材を着用す
る
問合せ　自転車利用推進課
TEL 20-5387
FAX 20-5139

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集

募集団地 戸数 単身 エレベーター 所在地

東安居団地

1LDK　17戸 可

有 豊岡
2丁目

2DK　6戸

不可3DK　7戸

4DK　5戸

第 29 回 令和第 29 回 令和独独
どくどく

楽楽
らくらく

吟吟
ぎんぎん

  
作品募集作品募集

募集作品　【独楽吟部門】「たのしみは」
で始まり、「とき」で終わる短歌

【自由短歌部門】自由詠の短歌
※各部門 1 人 1 首で、自作の未発表作
品に限ります。
賞　橘曙覧賞（賞状と副賞 5 万円）ほか、
秀作
応募　① 11/30 ㈭まで（当日消印有効）
②はがき（1 枚につき 1 首）、ホームぺー
ジ ③応募部門、応募作品（よみがな）、
共通事項（ペンネーム不可）、職業（ま
たは学校名と学年）
※ FAX での応募はできません。
応募作品は返却しません。
発表　入賞者には、令和 6 年 2 月初旬
に通知します。
表彰式　令和 6 年 3/3 ㈰
※詳しくは、ホームぺージをご覧くださ
い。
問合せ・応募先　〒 918-8007
福井市足羽 1 丁目 6-34

（公財）歴史のみえるまちづくり協会
「令和独楽吟」募集係
TEL・FAX 35-0855

歴史ツアー「国見地区歴史ツアー「国見地区
の歴史をめぐる」の歴史をめぐる」

とき　10/22 ㈰ 9:00 ～ 16:40
内容　北前船や平家ゆかりの場所、歴史
ある神社などをバスで巡るツアー
定員　20 人（抽選）
参加費　1780 円（昼食代含む）
申込　① 9/27 ㈬まで ②往復はがき、
ホームぺージ（1回につき 2人まで）
③共通事項
問合せ・申込先　〒 918-8007
福井市足羽 1 丁目 6-34

（公財）歴史のみえるまちづくり協会
歴史ツアー係
TEL・FAX 35-0855

「虫をたのしむ」「虫をたのしむ」  
クイズラリークイズラリー

とき　10/1 ㈰～ 31 ㈫ 9:00 ～ 17:15
（グリフィス記念館は 10:00 ～ 19:00）
※入館は閉館の 30 分前までです。
ところ　愛宕坂茶道美術館、橘曙覧記念
文学館、グリフィス記念館
内容　最初に訪れた館で台紙を受け取
り、各館の展示を見てクイズに答えた人
に、愛宕坂茶道美術館で「虫のキモカワ
お菓子」と抹茶を差し上げます。
定員　100 人（先着）
※グリフィス記念館以外は、観覧料が必
要です。
問合せ　橘曙覧記念文学館
TEL 35-1110　
FAX 33-3933

中秋の名月を楽しもう中秋の名月を楽しもう

とき　9/29 ㈮ 17:30 ～ 21:00
（荒天中止）
内容　月見飾りやあんどんで彩られた園
内で、しの笛の演奏を聴きながら中秋の
名月を楽しむ。
持ち物　懐中電灯
問合せ・ところ　
おさごえ民家園
TEL・FAX 34-3794

絵本の絵の展示「グリ絵本の絵の展示「グリ
フィスおとぎばなし」フィスおとぎばなし」

とき　10/1 ㈰～ 15 ㈰
朗読会
とき　10/8 ㈰ 11:00 ～ 12:00、
13:30 ～ 15:00
内容　朗読サークルまつもとおはなしポ
ケットによる朗読
いずれも
問合せ　グリフィス記念館
TEL・FAX 50-2911

グリフィス館でハロウグリフィス館でハロウ  
ィンの写真を撮ろう♪ィンの写真を撮ろう♪

とき　10/17 ㈫～ 31 ㈫
※ 10 人以上の団体の場合は、事前に連
絡してください。
問合せ　グリフィス記念館
TEL・FAX 50-2911

有 

料 

広 

告 

欄

広告内容を福井市が推奨するものではありません。
広告申込先　株式会社ウィット（TEL 072-668-3275）

ふくチャンネル 番組情報ふくチャンネル 番組情報

番組名 内　容 放送期間

いきいき情報
ふくい

今日から始めよう！ 
―ずっと健康 101 宣言！― 9/15 まで

8 月をプレーバック 9/16 ～ 9/30

やろっさ
FUKUI

妖怪で福井と世界をつなぐ
マット・マイヤーさん 9/16 ～ 10/15

福アワセ
九十九橋の歴史み～つけた　
― 旧北陸道を辿

たど
って ―

9/30 まで

市役所情報局

天一の仰天天下取り！　―明治を生きた
福井生まれの天才奇術師 ― 9/15 まで

それゆけ！福井市調査隊
「100 年先を見据えた林業を探れ！」 9/16 ～ 9/30

養浩館庭園イベント養浩館庭園イベント

岡倉天心茶会
とき　9/17 ㈰ 
1000 ～ 12:00、
13:00 ～ 15:00
内容　表千家同門会福井
吉祥会による呈

てい
茶
ちや

池のほとりの音楽会
とき　9/17 ㈰ 
14:00 ～ 17:00
内容　様々なジャンルの
アマチュア演奏家による
ミニコンサート
真昼のお月見落語会
とき　9/30 ㈯ 
14:00 ～ 16:00
内容　落語 月の会による
落語会
※客席の出入りは自由です。
いずれも
ところ　養浩館庭園
入園料　220 円
問合せ　文化振興課
TEL 20-5367　FAX 20-5670

福井市医師会福井市医師会  
市民公開講座市民公開講座

とき　10/1 ㈰ 13:00 ～ 16:00
※開場は 12:30 です。
ところ　フェニックス・プラザ
内容　丈夫な骨でいつまでも歩けるよう
に ―合言葉は「ストップ・ロコモ」―
問合せ　（一社）福井市医師会
TEL 23-0587
FAX 22-0347高年齢者雇用推進高年齢者雇用推進  

セミナーセミナー
とき　10/11 ㈬ 13:30 ～ 16:00
※受付は 13:00 からです。
ところ　福井県中小企業産業大学校（下
六条町）
対象　事業主、人事管理者など
内容・基調講演「高齢社員の戦力化・充
実化を図るために、労使が知っておくべ
きこと ―人材不足の状況も踏まえて―」
・事例紹介
定員　50 人（抽選）
申込　① 10/4 ㈬まで ②郵送、FAX 
③申込書
※申込書は、しごと支援課のホームペー
ジからダウンロードすることができま
す。
問合せ・申込先　〒 915-0853
越前市行松町 25-10 ポリテクセンター
福井内（独）高齢・障害・求職者雇用支
援機構福井支部
TEL 0778-23-1021
FAX 0778-23-1013

人口　25万 6503人
　　　　　　（前月比－74）
世帯　10万 7300世帯
　　　　　　（前月比+55）

8 月 1 日の人口と世帯8 月 1 日の人口と世帯

楽

申込資格
・住宅に困窮している
・収入基準に該当している
・税の滞納がない　など
申込　① 9/4 ㈪～ 9/22 ㈮ 15:00 まで ②窓口 ③必要書類
※申し込み多数の場合は抽選します。（9/29 ㈮予定）
必要書類など、詳しくはお問い合わせください。
問合せ・申込先　市営住宅課（市役所本館 4 階）
TEL 20-5570　FAX 20-5573

福井ケーブルテレビ（地デジ 121ch）の行政チャンネル「ふくチャンネル」
では、福井市の施策や地域の情報、身近な話題などを放送しています。

※放送時間や内容は、変更することがあります。詳しくは、広報課のホームペー
ジまたは福井ケーブルテレビ番組ガイド「けーぶるちゃん。」をご覧ください。
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北陸新幹線の試験走行北陸新幹線の試験走行
が始まりますが始まります

　新幹線の実車を用いた走行試験が始ま
ります。少しずつ速度を上げながら、最
高時速 260kmまで安全に走行できるか
を試験します。
　沿線住民の皆さんにはご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いいた
します。
期間　9/23 ㈯ ～ 12/9 ㈯ の う ち 40
日間程度
※ 1 日 1 往復程度で、主に夜間に実施
します。
問合せ　新幹線整備課
TEL 20-5180
FAX 20-5139

自然学習講座自然学習講座  
自然観察 × ごみ拾い自然観察 × ごみ拾い

とき　9/23（土祝） 10:00 ～ 12:00
※雨天時は、9/30 ㈯に延期します。
集合場所　三里浜ハマナス公園駐車場

（川尻町）
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
内容　公園付近の自然観察とごみ拾い
定員　20 人（抽選）
申込　① 9/20 ㈬まで ②電話、ホーム
ページ ③共通事項
問合せ・申込先
福井市環境推進会議（環境政策課内）
TEL 20-5609
FAX 20-5754

行政書士無料相談所行政書士無料相談所

とき　9/28 ㈭ 10:00 ～ 16:00
ところ　市役所本館 1 階 市民ホール
内容　遺言、相続、売買契約等、農地、
会社設立、建設、出入国、風俗営業など
官公署に対する許認可申請手続に関する
相談
問合せ　福井県行政書士会
TEL 27-7165
FAX 26-6203

福井市観光交流センターがオープンします！福井市観光交流センターがオープンします！

　来年春の北陸新幹線福井開業に先立ち、福井駅東口に福井市観光交流センターが 10/1 ㈰にオープンします。

問合せ　新幹線整備課　TEL 20-5180　FAX 20-5139

開放的な屋上には、9体の恐竜モニュメントやAR（拡張現実）
で巨大な恐竜が見られる仕掛けが設置されています。

2 階には、ワークショップや
ギャラリーなどに利用できる

1 階には、物販イベントやミニ
ライブなどに使える屋内広場が

展示交流スペースがあります。
カフェ「さんじのおやつ」もオープン。

あります。
南側にはシェアサイクル「ふくチャリ」の新
しい貸し出しポートが設置されています。

イベントなどに利用できる貸し出しスペースもあります。

※令和 6 年 3 月まで、貸し出しスペースの一部に制限
があります。詳しくは、ホームページをご覧ください。

ふくチューバ―ch

とき　10/1 ㈰ 10:00 ～
ところ　観光交流センター
　オープニングセレモニー、シャッ
ターシアター、音楽ライブのほか、
動く恐竜や県内のゆるキャラたちも
大集合します。
　プレゼント付きのじゃんけん大会
や、ノベルティグッズ付きのスタン
プラリーなども行います。

オープニングイベント開催

　詳しくは、ホーム
ページをご覧くださ
い。

ＲＦ

２Ｆ

１Ｆ

ショート動画でも
観光交流センターを
紹介しています

1000 円以上購入の
先着 200人に

特製ポーチを
プレゼント！
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あの日の福いいネ！
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あの日の福いいネ！

あの日の福いいネ！

あの日の福いいネ！

あの日の福いいネ！

あの福いいネ！

あの日、あのとき、

お
か
べ 

た
か
し 

文
　
山
出 

高
士 

写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
書
籍
）

『
日
本
語
と
に
ら
め
っ
こ

モ
ハ
メ
ド
・
オ
マ
ル
・
ア
ブ
デ
ィ
ン 

著

図
書
館
司
書
が
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
朝
ご
は
ん
」「
じ
ゃ
ん
け
ん
」「
ソ
ー

セ
ー
ジ
」「
城
」「
庭
園
」
な
ど
の
33
項

目
に
つ
い
て
、
世
界
の
国
々
の
中
か
ら

２
か
国
を
写
真
で
比
べ
、
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
の
か
を
紹
介
し
た
本
。
素

材
の
違
う
お
か
ゆ
の
朝
ご
は
ん
、
出
し

手
が
４
種
類
あ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
、
宗
教

を
反
映
し
て
い
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、

違
い
や
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
興
味
深
い
。

身
近
な
も
の
の
違
い
か
ら
世
界
の
文
化

や
習
慣
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
1

冊
。

　

ス
ー
ダ
ン
の
大
学
生
だ
っ
た
全
盲
の

著
者
は
、
留
学
生
と
し
て
福
井
県
立
盲

学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
周
り
の

人
に
応
援
さ
れ
、
点
字
と
、
耳
で
聞
い

て
覚
え
る
記
憶
力
を
武
器
に
、
日
本
語

と
格
闘
す
る
。
漢
字
を
学
び
、
日
本
文

学
の
録
音
を
聴
き
、
福
井
弁
と
「
お
や

じ
ギ
ャ
グ
」
を
使
っ
て
会
話
す
る
こ
と

で
日
本
語
の
幅
を
広
げ
て
い
く
彼
の
姿

は
、
努
力
次
第
で
自
分
の
世
界
を
豊
か

に
広
げ
て
い
け
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
。

『
く
ら
べ
る
世
界
』

河
路 

由
佳 

聞
き
手
・
構
成 

　   （
白
水
社
）

　

①
は
、
昭
和
29
年
の
大
名
町
交
差
点
の
様
子
で
す
。「
大
名
町
」

と
い
う
名
前
は
、
江
戸
時
代
、
福
井
藩
の
家
老
を
務
め
る
上
級
藩

士
の
屋
敷
地
が
広
路
（
現
在
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通
り
）
の
西
側
に

広
が
っ
て
お
り
、
大
名
級
の
家
禄
を
も
ら
う
重
臣
が
住
む
そ
の
地

区
を
「
大
名
町
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

写
真
を
見
る
と
、
交
差
点
に
信
号
が
な
く
、
中
心
の
島
の
周
り

を
一
方
向
に
周
回
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
（
環
状
交
差
点
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
、
交
差
点
に
は
す
で
に
、
福
井
銀
行
本
店
、

福
井
県
繊
協
ビ
ル
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
福
井
鉄
道
の

線
路
も
並
設
さ
れ
、
島
に
は
福
井
市
の
市
章
が
あ
し
ら
わ
れ
る
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
交
差
点
で
し
た
が
、
交
通
量
の
増
大
に
よ
り
、
昭

和
38
年
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

②
の
写
真
左
手
に
は
、
昭
和
41
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
2
代
目

の
繊
協
ビ
ル
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
建
物
内
に
は
、
繊
維
に
関
係

す
る
団
体
や
繊
維
関
連
企
業
の
支
店
が
入
居
し
、
ス
ー
パ
ー
や
飲

食
店
、
京
福
バ
ス
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

　①ロータリーが整備されている昭和 29 年の様子

　    （現在の繊協ビルの辺りから南西方向を撮影） 

　②２代目繊協ビルなどが写る昭和 46 年の様子

大
名
町
交
差
点
と
繊
協
ビ
ル

た
、
テ
ナ
ン
ト
に
ニ
ュ
ー
ま
る
せ
ん
専
門
店
街
（
旧
ま

る
せ
ん
デ
パ
ー
ト
）
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
ビ
ル
は

「
ま
る
せ
ん
」
の
通
称
で
も
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
入

居
す
る
３
代
目
の
繊
協
ビ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
現
在

は
、
隣
接
す
る
立
体
駐
車
場
や
ホ
テ
ル
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

  

―
見
え
な
い
ぼ
く
の
学
習
奮
闘
記
』

福井が
舞台！

BOOK 
LABO

福井の昔の写真を、学芸員の解説を添えて紹介します。

今
月
の
テ
ー
マ「

広
が
る
世
界
」



北側のタペストリーは、セーレン株式会社が制作。独自の染色技術により、
高精細な絵柄や写真を1677万色で鮮明に描写しています。用いられて
いるのは、「ビスコテックス」と呼ばれる独自の IT技術で、多品種かつ少
量生産ができ、原材料や水、エネルギーの使用量も少なく済む環境に優し
い技術です。100年以上にわたり蓄積してきた繊維技術と、最先端の IT
技術の融合により完成したタペストリーで、福井の玄関口を鮮やかに彩り
ます。

北陸新幹線の最上級車両「グラ
ンクラス」のアルミ製のデッキ
パネルにも同技術が採用されて
います。繊維で培ってきたイン
クジェット技術を、金属やプラス
チックなどさまざまな素材に応用
しています。
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福いいネ！くんが行く

福いいネ探しの旅

FILE.3FILE.3

IT を駆使した最先端の染色技術

10 月１日にオープンする、福井駅東口の福井市観光交流センター。屋内広場
には、「繊維王国福井」が誇る高度な技術が生かされた、縦 3ｍ ×横４ｍの 2
枚の大型タペストリーがつるされています。今回は、その制作に携わった２社
を紹介します。

セーレン商事㈱セーレン商事㈱
商品販売部 部長商品販売部 部長

 福澤 伊久男さん 福澤 伊久男さん

繊維王国福井の技術が結集

南側のタペストリーは、日本ダム株式会社が制作。衣料品に付けられるタ
グやワッペンを織物で製造する「織ネーム」の技術で培った経験と勘を生
かし、わずか8色の糸で何万色もの色を表現しています。1枚の写真を4、
5枚に分割して織り上げ、市内の㈱ウエマツが難燃加工を施した後、越前
市の㈱ファインモードが縫製をし、1枚ものに仕上げました。表面とヨコ
糸が織り込まれた裏面とで、色合いが異なるのも織物ならでは。福井の技
術が結集した重厚感あるタペストリーで、「繊維王国福井」をPRします。

日本ダム㈱日本ダム㈱
商品開発部 課長商品開発部 課長

乾 義明さん乾 義明さん

「福井の明るい未来」をキーワー
ドに、鮮やかで福井らしいデザイ
ンに仕上げました。タペストリー
を見て、新幹線と共に走り出す福
井とオンリーワンの繊維技術を感
じていただきたいです！

Check!

　「一乗谷朝倉氏遺跡と和傘スカイ」はカラフルで映えるデザイン

　何度も話し合いを重ねた色選びの様子

北陸新幹線やそば、越前がになどが
両面にあしらわれたデザイン

県鳥のツグミなどを高精細に表現

和傘の質感や浴衣のしわなど、細部にもこ
だわり、再現しました。3社の技術が合わ
さったからこそできた傑作です。地元の繊
維技術を、織りタペストリーを通して皆さ
んに知っていただきたいと思います！

66
あとあと

福井福井
開業まで開業まで

北陸新幹線北陸新幹線

か月か月

「Made in 福井」でおもてなし

北陸新幹線の内装にも！


